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研究成果の概要（和文）：　本研究は英語コミュニケーション能力養成のためのCALLシステムの効果を分析し、英語教
育の改善に貢献することを目指した。
　まず、CALLによる英語教育を実践する教員に協力を依頼し、CALL授業後のアンケート調査を過去11年以上、1万名以
上にわたって実施した。また、本研究グループが主催した研究会やその他の学会等で意見交換を行い、CALLを活用する
英語教育の高度化の方策について議論した。
　研究の結果、三ラウンド・システムの理論に基づいたCALLシステムが高く評価されていることを実証した。しかし、
同じシステムを使用しても、学習時間数、教材の選定、等の要因によって効果に影響があることも判明した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the present study was to analyze the effects of the CALL System we 
have developed on the theory of Three-Step Auditory Comprehension Approach, with the scope of improving En
glish teaching in Japan.  In order to obtain feedback from over ten thousand learners over the past ten ye
ars, a continuous student evaluation survey was administered.  We also have hosted and participated in aca
demic meetings for CALL researchers to discuss better uses of the CALL System.  The results revealed that 
85 per cent of the learners responded positively.  However, we have also found that the results can be aff
ected by a number of factors including the number of hours spent in learning and the selection of material
s. 
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１．研究開始当初の背景 
国際語としての英語によるコミュニケー

ション能力の効率的な養成は、我が国におい
ても喫緊の課題である。その目的達成のため
には、理論的にも実践的にも CALL に大きな
期待が寄せられているが、現状では全国的に
見ればその導入の効果に大きなばらつきが
ある。一部の高等教育機関で高い評価を得て
いる CALL でも、そのままで汎用のシステム
として成功するとは限らないことが明らか
である。 
大学英語教育学会 実態調査委員会（2003）

等が指摘する英語教育で改善すべき点とし
ては「クラスサイズ」、「学生の意欲・学力」、
「英語教員の質」、「英語教育の目的・目標」、
「カリキュラム」などが挙げられている（竹
蓋・水光 2005）。これらの要改善点のうち、
「クラスサイズ」の問題点と「英語力の向上」
に つ い て は CALL （ Computer-Assisted 
Language Learning）の導入によって大幅に
改善されたことが京都大学の実践報告に示
されている（水光 2003）。「カリキュラム」の
問題は何を学ばせるかだけでなく、相対的に
どれだけ学ばせるかの問題点も含むので、時
と場所を選ばずにある程度の自律学習を可
能にする CALL は外国語の学習にとって致命
的とも言える「教員不足」「授業時間不足」
を補うこともできる。これらの事実は、「英
語教育の目的・目標」を適切に実現できる
CALL（たとえば 竹蓋・与那覇 2009 など）に
は要改善点の多くを改善できる可能性が高
いことを示している。事実、GTEC に 1 年で
3 年分のスコア上昇があった高校での事例
（田村 2005）、大学での自律学習で TOEIC 900, 
TOEFL-PBT 580 などという、英語圏への留学
を可能にするスコアを超えた事例が数多く
報告されている（竹蓋他 2004；他） 
本研究は、平成 12 年から 14 年にかけて

実施された特定領域研究のなかで英語教育
総合システムとしての「三ラウンド・システ
ム」（竹蓋・水光 2005）の指導理論に基づい
た CALL 教材の高度化の研究に成功し、その
後の授業評価でも高い評価を得た研究者グ
ループが中心となり活動する。そして、CALL 
を含む英語教育総合システムにはどのよう
な効果と問題があり、どのような要素が必要
とされるかを探求し、将来的に全国の教育機
関で効果的に活用できる汎用性の高い具体
的な教育モデルを構築し、我が国の英語教育
の抜本的な改善に貢献することを目指す。 
 本研究はソフトウェアの開発から CALL シ
ステムの妥当性と信頼性の検証まで種々の
研究を行ったが、以下では紙面の都合で研究
のうちの主要部分のみを記す。 
 
２．研究の目的 
(1) これまでに開発済の CALL システムを使

用した学習者に対して 10 年以上継続的
に実施したアンケート結果の分析により、
効果の検証を行うことが第一の目的であ

る。 
 
(2) 三ラウンド・システムの CALL やその他の

CALLシステムを授業で導入している教員
や研究者と意見交換を行い、成果と問題
点について考察することが第二の目的で
ある。 

 
３．研究の方法 
(1) 三ラウンド・システムの CALL で英語授

業を実践する教員に 39 項目からなるシ
ステム評価のアンケート用紙を配付し、
授業での実施を依頼した。そのうち、ま
ず 11 年間 11,682 名の５段階評価につい
て「予備的調査」として集計と分析を行
い、その他のデータと今後も継続的に収
集するデータについては、別の機会に分
析を行うこととした。 

 
(2) 本研究グループが下記①②③の研究会

を主催するとともに、④以降の学会等（主
なもの）にも参加し、国内外の CALL や英
語教育の実践について幅広く情報収集と
意見交換を行った。 

① 千葉大学 CALL シンポジウム 
(2012/3/17-18) 

② 長崎大学・千葉大学合同 CALL 研究会 
(2012/11/3) 

③ 千葉大学言語教育センター講演会 
(2013/2/8) 

④ WorldCALL 2013 Conference  
   (2013/7/10-13) 
⑤ 大学 ICT 推進協議会 2013 年度年次大会 

(2013/12/18-20) 
⑥ 長崎大学教養教育 FD ワークショップ（英

語科目）(2014/1/11) 
 
４．研究成果 
(1) 三ラウンド・システムを使用した学習者

のアンケート評価結果の分類と分析に
ついては土肥・竹蓋（2012） 
http://f.chiba-u.jp/about/plc06/plc
06-06.pdf 
に詳述したが、以下に主な内容を記す。 

① ５段階評価のアンケート 39 項目のうち、
5項目は指導効果を示す設問であり、それ
ぞれの平均値と肯定的回答（4～5）の割合
を表１に示した。とくに総合評価（この授
業を取ってよかった）で 85％もの肯定的
回答が得られた。 

 
    表１ 指導効果を示す 5項目の結果 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目 平均 肯定％
教材理解 4.2 81
応用力 3.9 69
情意面 4.0 72

継続意欲 4.1 75
総合評価 4.4 85

平均 4.1 76



 
表 1 のうち、応用力がついたとする数値
が相対的に低いように見えるが、実質 2
～4 か月という短い期間の学習への評価
であることを考えれば、長い期間の学習
が要求される外国語学習の過程としては、
むしろ当然の評価と言えよう。 

② 前述の「指導効果を示す 5 項目」と「週
当たり学習時間」の関連を表2に示した。 

 
表 2 指導効果と週当たり学習時間の関連 

 
表 2 に示した 15 個の平均値のうち、5 時
間学習した学生と 3 時間学習した学生の
「教材理解」の平均値がいずれも 4.3 で t
検定による有意差がなかったが、他のす
べての組み合わせで有意差が見られた。
使用した教材については週 3 時間程度の
学習で十分理解ができるかもしれないが、
応用力等の効果を得るためには、週 5 時
間程度の学習が望ましいことを示唆して
いる。 

③ CALL 教材で使用されている素材に興味を
持った学生ほど学習効果が高いと回答す
る傾向が見られた。 

④ さらに、教材理解ができたと回答した学
生、応用力が向上したと回答した学生ほ
ど、継続意欲も高い傾向が示された。 

 
(2) 研究会等での意見交換については、「三

ラウンド・システム」を使用した指導例
のみならず、他のシステム（広島市立大
学開発の「ぎゅっと e」、名古屋大学開発
の eFACE 、 ア ル ク 教 育 社 開 発 の
NetAcademy2、等）を使用した指導例につ
いてもシステム開発者や利用者を招くな
どして、幅広く情報収集をすることがで
きた。複数の研究会開催によって研究者
のネットワークを構築し、今後の学界の
発展に資することができるが、これまで
の意見交換において得られた知見の主な
ものを以下に示す。 

① 英語圏では SNS 等の最新の技術や流行を
活用する試みが多いが、すでに一定レベ
ルの英語力を持つ学習者が練習の場とし
て活用できても、英語力の低い日本人へ
の効果はあまり期待できない。 

② 国内においても多種多様な試みがなされ
ているが、指導理論や学習効果を重視し
たものは少ない。また、対応する英語力
や内容の面で教材の種類と量が不足し、
多数の学習者の長期間の学習には不十分
なものが多い。 

③ 三ラウンド・システムの指導理論に基づ
いた教材シリーズは英語力や興味が異な
る多様な学習者の長期間の学習に利用可
能で、TOEIC 900 点を超える学習成果の
報告もあった。学習効果を認める学習者
や教員が多いが、その一方ですべての指
導例で効果的な指導ができているわけで
はない。とくに教員による指導理論の理
解は不可欠である。 

 
(3) 多様な学習環境における多様な学習者に

対して効果的な指導をこれからも継続す
るためには、今後の研究課題として以下
のものを挙げることができる。 

① 継続して収集している５段階評価のアン
ケートデータの追加分析。 

② これまでに大量に収集し、今後も収集を
続ける自由筆記のアンケートデータの分
類と分析。 

③ 学生のアンケート評価とテストスコアの
関連性の分析。 

④ 開発済の多種の CALL ソフトウェアのほ
とんどは Windows 8.1 まで対応している
が、Windows 7 までしか対応していない 
DVD-Video 用ソフトウェアの改善。 

⑤ 今後も進化が続く Windows / Macintosh / 
Android / iOS 等のマルチプラットフォ
ームへの親和性が高い HTML5 によるソ
フトウェアの開発。 

⑥ これまでの学会等での成果発表に加えた
さらなる情報発信。 
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